
 

 

 

 

 

 

いじめ反対
はんたい

運動
うんどう

「ピンクシャツ運動
うんどう

」～三重県
み え け ん

いじめ防止
ぼ う し

強化
きょうか

月間
げっかん

（11月
がつ

）～ 

   

三重県
み え け ん

では、毎年
まいねん

４月
がつ

と１１月
がつ

をいじめ防止
ぼ う し

強化
きょうか

月間
げっかん

とし、学校
がっこう

が、地域
ち い き

・家庭
か て い

などと

連携
れんけい

し、いじめの問題
もんだい

について考
かんが

え、いじめが起
お

きない集団
しゅうだん

や学校
がっこう

をつくろうとする意識
い し き

を高
たか

め、子
こ

どもたちが安心
あんしん

して過
す

ごせる社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けた取組
とりくみ

を集 中 的
しゅうちゅうてき

に行
おこな

うことと
しています。 

 

 学校
がっこう

では、２００７年
ねん

にカナダで始
はじ

まった「いじめ反対
はんたい

運動
うんどう

」＝「ピンクシャツ運動
うんどう

」

に取
と

り組
く

んでいます。代表
だいひょう

委員
い い ん

さんから、各教室
かくきょうしつ

で説明
せつめい

がありました。ピンクシャツを

着
き

たりピンク色
いろ

のものを身
み

につけたりすることで、「いじめ反対
はんたい

」の意思
い し

表示
ひょうじ

をする運動
うんどう

で
す。 

 「ピンクシャツ運動
うんどう

」とは・・・（日本
に ほ ん

ピンクシャツデー公式
こうしき

サイトより） 

カナダのある中学
ちゅうがく

３年生
ねんせい

の男子
だ ん し

生徒
せ い と

が、ピンク色
いろ

のポロシャツを着
き

て登
とう

校
こう

したことをき

っかけにいじめられました。それを知
し

った高校
こうこう

３年生
ねんせい

の男子
だ ん し

２人
ふ た り

が、「いじめなんて、もう、

うんざりだ！」「アクションを起
お

こそう！」と、その日
ひ

の内
うち

にピンク色
いろ

のシャツなどを大量
たいりょう

に買
か

い、メールや掲示板
けいじばん

で友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

などに「明日
あ し た

、いっしょに学校
がっこう

でピンクのシャツを

着
き

よう。」と呼
よ

びかけたことから始
はじ

まっています。 

翌朝
よくあさ

、呼
よ

びかけ以上
いじょう

の学生
がくせい

がピンクシャツやピンク色
いろ

の小物
こ も の

を身
み

につけて登校
とうこう

し、学校
がっこう

がピンク色
いろ

に染
そ

まり、いじめがなくなりました。以
い

降
こう

、毎
まい

年
とし

２月
がつ

最
さい

終
しゅう

水
すい

曜
よう

が、学校
がっこう

や職場
しょくば

にピンク色
いろ

のものを身
み

につけて行
い

く「ピンクシャツデー」としてカナダ全土
ぜ ん ど

に定着
ていちゃく

し、今
いま

では、約
やく

１８０の国
くに

や地域
ち い き

に広
ひろ

がっています。 

 

 いじめを受
う

けている人
ひと

はなかなか自分
じ ぶ ん

では言
い

えません。だからこそ、まわりで気
き

づいて

やれる仲間
な か ま

が必要
ひつよう

なのです。 

 運動
うんどう

のきっかけとなった、カナダの人
ひと

も、いじめを許
ゆる

さないという行動
こうどう

を起
お

こしてくれ

た人
ひと

たちのことを、心
こころ

強
づよ

く思
おも

ったことでしょう。また反対
はんたい

に、いじめをしてしまった人
ひと

は、

言葉
こ と ば

や暴力
ぼうりょく

ではなく、ピンク色
いろ

の大勢
おおぜい

の人
ひと

たちを見
み

て、「いじめは悪
わる

いことだ。」「いじめ

なんて、かっこわるい」と心
こころ

から反
はん

省
せい

したと思
おも

います。 
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 いじめをゆるさない！～思
おも

いやりの 心
こころ

をもって～ 
 

みなさんは、「いじめは、絶対
ぜったい

にしてはいけない。」とわかっていると思
おも

います。１０月
がつ

には学校
がっこう

生活
せいかつ

アンケートを 行
おこな

い、さらに全員
ぜんいん

から先生
せんせい

がていねいに聴
き

き取
と

りもしました。 

 アンケートの項目
こうもく

にあった、 

・冷
ひ

やかしやからかい悪口
わるくち

やおどし、いやなことを言
い

われた。 

・仲間
な か ま

はずれ、集団
しゅうだん

による無視
む し

をされた。 
・ぶつかられたり、たたかれたり、けられたりした。 

などがクラスの中
なか

にないか、みんなの目
め

で見
み

ていきましょう。そして、みんなが、思
おも

いや

りの心
こころ

をもって、助
たす

け合
あ

いましょう。 
≪スローガン≫ 

「どうしたの？」きっとつながる 第一歩
だいいっぽ

 

この地球
ちきゅう

 みんな仲良
な か よ

く いじめゼロ 
 

やめようと ゆうきをだして つたえよう 

※４～６年
ねん

生
せい

が全
ぜん

員
いん

で取
と

り組
く

んだ「いじめ防止
ぼ う し

標語
ひょうご

」について、市内
し な い

で本校
ほんこう

の３名
めい

が入 賞
にゅうしょう

しました。その標語
ひょうご

を今年
こ と し

のスローガンにしています。 
 

性といのちの教室～７日（月）１０：５０～１２：１０ 体育館にて～ 
 近年、インターネット上の性情報の氾濫により、様々な情報を容易に入手できてしまう
こと、ＳＮＳ等を介して性犯罪に巻き込まれてしまうことなど、事件として報道されるこ

とが少なくありません。 
 そのため、学校は、子どもたちが「性」に関する正しい知識を身につけ、適切な意思決
定や行動選択を行うことができるよう指導・援助を行うことが必要であると考えます。 

 誰もが健康で安全に暮らしていくために、自分や他の人のからだ・こころ・いのちを大
切にできるよう、学校では、発達段階に応じて指導しています。その中で、本年度は、４
年生が、外部講師と連携して「性といのちの教室」を行います。 

 第２次性徴も始まるこの時期に、科学的で正しい性の知識、命の大切さ、自分と他人の
体と心を守る力、そして、性虐待・性犯罪の予防（子どもたちを性犯罪の被害者・加害者・
傍観者にしないこと）について学習します。 

 保護者の方にも子どもたちと一緒に聞いていただくことで、「からだ・こころ・いのち」
について、子どもにこんな風に伝えたらいいんだなと思っていただけるのではないかと思
います。ご案内が遅くなりましたが、ご都合つきましたら、ぜひご参加ください。 

 
【日時】   11 月７日(月) 10 時５0 分～12 時 10 分 

【場所】   本校体育館 

【その他】  ・マスク着用、名札着用でお願いします。 

        ・申し込みはいりません。 

【講師】   ＮＰO 法人 MC サポートセンターみっくみえ 助産師 松岡典子さん 

         ※県内でさまざまな活動をされています。今までも中京テレビ、NHK など多数の 

メディアでも活動が紹介されています。 


